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関
西
大
学
国
文
学
会
彙
報

一
、
令
和
二
年
度
関
西
大
学
国
語
国
文
学
専
修
年
間
行
事
（
一
部
予
定
）

令
和
2
年
5
月　
　
　
　

 
二
年
次
生
行
事
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
中
止 

　
　
　
　

7
月　
　
　
　

 

第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
不
開
催

　
　
　
　

10
月
27
日
㈫　

三
年
次
生
就
職
・
卒
論
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

　
　
　
　

11
月
26
日
㈭　

院
生
合
同
学
術
研
究
大
会

　
　
　
　

12
月
19
日
㈯　

第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
後
掲
）

令
和
3
年
3
月
23
日
㈫　

新
二
年
次
生
対
象
専
修
別
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
文
学
会
主
催
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
併
催
）

二
、
関
西
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会

◇
第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
不
開
催

◇
第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

日　
　

時　

令
和
二
年
十
二
月
十
九
日
（
土
）
午
後
一
時
五
〇
分
よ
り

会　
　

場　

Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

研
究
発
表

　
「
熊
野
信
仰
に
お
け
る
女
人
往
生
譚
の
形
成
」

 

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程　

小　

川　

路　

世

　
「
池
田
み
ち
子
「
国
際
都
市
」
論
―
「
新
秩
序
」
下
の
光
と
影
―
」

 

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程　

邵　
　
　

金　

琪

　
「
三
島
由
紀
夫
『
に
つ
ぽ
ん
製
』
論
―
大
衆
文
化
に
み
る
戦
後
像
―
」

 

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程　

橋　

本　

大　

輝

講　
　

演

　

｢
御
子
左
家
の
和
歌
研
究
と
書
写
活
動｣   

 

本
学
准
教
授　

岸　

本　

理　

恵
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三
、
関
西
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会 

発
表
要
旨

　

な
お
、
成
稿
し
、
本
号
に
掲
載
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

◇
第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

不
開
催
の
た
め
発
表
者
な
し

◇
第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
十
二
月
十
九
日
）

研
究
発
表

　
「
熊
野
信
仰
に
お
け
る
女
人
往
生
譚
の
形
成
」

 
小
川　

路
世

本
発
表
で
は
、熊
野
信
仰
を
唱
導
す
る「
熊
野
の
本
地
」に
語
ら
れ
る「
五

衰
殿
女
御
譚
」
や
「
熊
野
観
心
十
界
曼
荼
羅
」
が
、
立
山
と
い
う
山
岳
修

験
の
聖
地
で
唱
導
さ
れ
て
い
た
モ
ノ
ガ
タ
リ
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
特
に
、
立
山
に
お
い
て
唱
導
さ
れ
た
女
人
往
生

を
約
束
す
る
べ
く
営
ま
れ
た
儀
礼
が
、
熊
野
信
仰
を
先
例
と
し
て
形
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
考
察
し
た
。

熊
野
比
丘
尼
ら
が
「
熊
野
の
本
地
」
と
と
も
に
所
持
し
、
唱
導
用
に
持

ち
歩
い
た
「
熊
野
観
心
十
界
曼
荼
羅
」
に
は
、
女
性
の
み
が
堕
ち
る
地
獄

が
描
か
れ
て
い
る
。『
往
生
要
集
』
に
は
、
経
典
に
基
づ
い
て
、
六
道
の

様
子
や
地
獄
の
恐
ろ
し
さ
、
極
楽
浄
土
の
荘
厳
さ
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
女
性
の
み
が
堕
ち
る
地
獄
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
熊
野
観

心
十
界
曼
荼
羅
」、
そ
し
て
そ
の
影
響
を
受
け
て
図
像
化
さ
れ
た
「
立
山

曼
荼
羅
」
に
は
、
女
性
の
み
が
堕
ち
る
地
獄
も
描
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
立
山
で
営
ま
れ
た
女
人
往
生
を
勧
め
る
儀
礼
「
布
橋
大
灌
頂

法
会
」
の
意
義
を
、「
熊
野
の
本
地
」
に
語
ら
れ
る
「
五
衰
殿
女
御
譚
」

の
影
響
下
に
読
み
解
い
た
。「
熊
野
の
本
地
」
に
は
、
五
衰
殿
女
御
が
出

産
の
後
に
死
に
、『
法
華
経
』
の
功
徳
を
も
っ
て
天
道
（
天
上
道
・
天
界

道
）
に
神
と
し
て
転
生
（
熊
野
に
垂
迹
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
）
し
、
さ

ら
に
極
楽
往
生
を
果
た
す
モ
ノ
ガ
タ
リ
が
語
ら
れ
る
。立
山
で
営
ま
れ
た
、

擬
死
再
生
儀
礼
と
意
義
付
け
ら
れ
る
「
布
橋
大
灌
頂
法
会
」
は
、
熊
野
信

仰
を
唱
導
す
る
に
あ
た
っ
て
論
拠
と
さ
れ
た
『
法
華
経
』
利
益
譚
の
系
譜

で
あ
る
、「
死
を
体
験
し
た
の
ち
に
蘇
生
す
る
」
と
い
う
過
程
を
有
す
る
。

立
山
が
女
人
往
生
を
説
く
に
あ
た
っ
て
、「
熊
野
の
本
地
」
に
語
ら
れ
る

五
衰
殿
女
御
の
生
涯
を
モ
デ
ル
と
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
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「
池
田
み
ち
子
「
国
際
都
市
」
論
―
「
新
秩
序
」
下
の
光
と
影
―
」

 

邵　
　

金
琪

「
国
際
都
市
」
は
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
一
日
の
『
日
本
小
説
』
新
春

特
大
号
に
発
表
さ
れ
た
池
田
み
ち
子
の
中
編
小
説
で
あ
る
。
全
文
が
発
表

さ
れ
る
前
に
、
そ
の
冒
頭
の
一
部
は
「
邦
人
商
社
」
と
い
う
題
目
で
、
昭

和
十
九
年
三
月
に
『
三
田
文
学
』
で
発
表
さ
れ
た
。
池
田
み
ち
子
の
「
上

海
も
の
の
総
決
算
」
と
言
わ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
は
僅
か
し

か
な
い
。

本
作
は
一
九
四
〇
年
の
上
海
を
舞
台
と
し
、
邦
人
商
人
の
一
日
を
中
心

に
展
開
さ
れ
た
。
主
人
公
の
正
好
の
よ
う
な
中
小
商
人
の
商
売
の
基
盤
は

極
め
て
脆
弱
で
あ
っ
た
。
盧
溝
橋
事
件
後
、
日
本
政
府
が
「
新
秩
序
」
の

建
設
の
た
め
に
経
済
開
発
を
始
め
、
国
策
会
社
も
次
々
と
設
立
さ
れ
た
な

か
、
中
小
商
人
は
失
業
し
た
り
、
商
売
で
き
る
商
品
が
な
く
な
っ
た
り
す

る
な
ど
、
生
活
空
間
が
圧
迫
さ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
「
新
秩
序
」
の

波
に
晒
さ
れ
な
が
ら
も
、
生
き
抜
こ
う
と
し
て
い
る
。
池
田
み
ち
子
は
、

中
小
商
人
た
ち
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
た
く
ま
し
さ
を
描
き
出
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
正
好
に
よ
っ
て
財
閥
を
批
判
さ
せ
る
こ
と
で
、
居
留

民
社
会
の
対
立
を
明
確
に
し
て
い
る
。

ま
た
、作
品
に
登
場
す
る
中
国
人
た
ち
は
商
売
上
手
で
、今
ま
で
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
、
日
本
人
経
営
の
会
社
で
勤
め
て
い
た
が
、
経
営
状
況
が
難

し
く
な
っ
た
現
在
は
、
彼
ら
と
連
合
す
る
の
は
正
好
の
よ
う
な
日
本
人
小

商
人
に
と
っ
て
、
最
後
の
巻
き
直
し
の
一
手
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
小

説
の
結
末
は
、「
東
亜
新
秩
序
声
明
」
に
書
か
れ
た
よ
う
に
、「
日
満
支
三

国
相
携
へ
、
互
い
に
互
助
連
環
の
関
係
を
樹
立
す
る
」
こ
と
を
暗
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
に
登
場
す
る
中
国
人
や
他
の
国
の
人
に
よ
っ

て
、「
国
際
都
市
」
上
海
の
複
雑
さ
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
軍
や
日
本
政
府
が
掲
げ
る
上
海
再
開
発
政
策
の
波
に
乗
っ
て
い
る

日
本
の
会
社
が
急
速
に
発
展
し
て
い
く
反
面
で
、
良
心
の
抜
け
穴
を
こ
し

ら
え
て
お
金
を
稼
い
で
い
る
人
々
の
生
活
は
、
ま
さ
に
戦
時
上
海
に
存
在

す
る
闇
の
部
分
で
あ
る
。「
国
際
都
市
」
の
創
作
に
あ
た
り
、
池
田
み
ち

子
が
意
識
的
に
「
新
秩
序
」
を
背
景
と
し
、
上
海
日
本
人
社
会
に
お
け
る

大
き
な
変
化
と
各
国
の
人
々
の
生
活
実
態
を
再
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
本
論
で
明
ら
か
に
す
る
。

　
「
三
島
由
紀
夫
『
に
つ
ぽ
ん
製
』
論
―
大
衆
文
化
に
み
る
戦
後
像
―
」

  

橋
本　

大
輝

三
島
由
紀
夫
の
『
に
つ
ぽ
ん
製
』
は
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
一
日
か

ら
翌
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
、『
朝
日
新
聞
』
の
夕
刊
に
連
載
さ
れ
た
。

柔
道
家
青
年
の
栗
原
正
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
春
原
美
子
の
恋

愛
関
係
の
顛
末
を
中
心
と
し
た
通
俗
小
説
で
あ
る
。『
に
つ
ぽ
ん
製
』
は
、
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エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
色
の
強
い
、
コ
ミ
カ
ル
な
作
品
で
あ
る
た
め
か
、

先
行
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
三
島
は
『
に
つ
ぽ
ん
製
』
の
連
載
の
前
年
十
二
月
か
ら
半
年

に
及
ぶ
世
界
旅
行
に
出
て
お
り
、
帰
国
し
て
半
年
後
に
描
か
れ
た
本
作
品

は
、
三
島
の
海
外
文
化
に
対
す
る
眼
差
し
や
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本

文
化
の
捉
え
方
を
見
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
発
表
で
は
、
当
時
海
外
で
人
気
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
柔
道
や
、
パ

リ
文
化
の
流
行
に
着
目
し
つ
つ
、『
に
つ
ぽ
ん
製
』に
見
ら
れ
る
三
島
の「
に

つ
ぽ
ん
」
観
に
つ
い
て
論
じ
た
。

第
一
章
「
交
錯
す
る
柔
道
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、「
作
者
の
言
葉
」

に
注
目
し
な
が
ら
、
当
時
の
新
聞
記
事
な
ど
を
手
掛
か
り
に
、
日
本
の
柔

道
文
化
と
パ
リ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
文
化
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
交
わ
っ

て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
。

第
二
章
「
柔
道
と
作
品
の
関
連
」
で
は
、
主
人
公
で
あ
る
栗
原
正
が
、

柔
道
家
青
年
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
三
島
の
柔
道
に
対

す
る
関
心
や
、
作
品
内
容
と
柔
道
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

第
三
章
「
パ
リ
が
見
せ
る
「
夢
」
と
「
現
実
」」
で
は
、
柔
道
に
対
応

す
る
も
う
一
つ
の
流
れ
で
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
文
化
に
注
目
し
た
。特
に
、

作
品
連
載
当
時
の
日
本
社
会
に
お
け
る
パ
リ
へ
の
あ
こ
が
れ
に
目
を
向

け
、
当
時
の
流
行
に
対
す
る
三
島
の
視
線
と
〈
パ
リ
〉
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
、
作
品
内
で
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
。

第
四
章
「
三
島
の
描
く
「
に
つ
ぽ
ん
製
」
と
は
何
か
」
で
は
、
フ
ラ
ン

ス
へ
発
信
さ
れ
る
「
柔
道
」
と
、
日
本
が
憧
れ
る
「
パ
リ
」
が
、
作
品
内

で
ど
の
よ
う
に
交
わ
る
の
か
を
検
討
し
、『
に
つ
ぽ
ん
製
』
の
な
か
で
、

一
体
何
が
「
に
つ
ぽ
ん
製
」
で
あ
る
の
か
を
考
察
し
た
。「
ジ
ュ
ド
ー
・
ド
・

パ
リ
」と
い
う
作
中
で
美
子
が
制
作
し
た
衣
装
に
注
目
し
、「
に
つ
ぽ
ん
製
」

と
い
う
言
葉
が
、
日
本
ら
し
さ
と
西
洋
文
化
の
重
な
り
合
い
を
示
す
も
の

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

講　
　

演

　
「
御
子
左
家
の
和
歌
研
究
と
書
写
活
動
」　 

岸
本　

理
恵

平
安
時
代
の
文
学
作
品
に
は
著
名
な
作
品
が
多
く
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど

は
平
安
時
代
の
写
本
が
現
存
せ
ず
、
鎌
倉
や
室
町
期
、
さ
ら
に
は
江
戸
の

写
本
で
読
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
。
藤
原
定
家
の
関
わ
っ
た
写
本
は
、
そ

う
し
た
平
安
文
学
作
品
に
お
い
て
鎌
倉
前
・
中
期
の
書
写
と
い
う
点
で
も

貴
重
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
後
世
へ
の
影
響
の
大
き
さ
、
精
力
的
な
書
写

に
よ
り
多
く
の
写
本
を
残
す
と
い
う
点
に
お
い
て
、
特
に
重
要
で
あ
り
注

目
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
写
本
は
成
立
以
来
何
度
も
転
写
を
重
ね
た
も
の
で
そ
れ
ぞ
れ
特

性
が
あ
る
の
で
、
平
安
の
作
品
を
読
む
に
は
そ
の
特
性
を
知
っ
た
う
え
で
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写
本
と
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
。
一
般
的
に
は
同
一
作
品
の
複
数
の
写
本

を
比
べ
て
本
文
異
同
な
ど
を
考
察
し
つ
つ
、
い
わ
ば
縦
の
繋
が
り
の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
特
性
を
見
出
す
。し
か
し
写
本
の
特
性
を
知
る
に
は
、

ど
の
よ
う
な
人
々
に
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
ど
の
よ
う
な
本
と
し
て
書

写
さ
れ
た
の
か
と
い
う
写
本
群
と
し
て
の
視
点
、
い
わ
ば
横
の
繋
が
り
を

も
っ
て
見
る
こ
と
も
ま
た
重
要
と
考
え
て
い
る
。

講
演
で
は
こ
の
問
題
意
識
か
ら
、
ま
ず
は
定
家
の
写
本
の
あ
り
方
を
紹

介
し
て
特
性
を
確
認
し
た
。
外
題
や
内
題
の
様
子
、
写
本
の
大
き
さ
や
料

紙
・
表
紙
の
共
通
性
、
定
家
の
書
写
部
分
と
書
写
を
支
え
た
側
近
筆
の
関

わ
り
、
写
本
の
内
容
な
ど
、zoom

画
面
で
図
版
を
示
し
つ
つ
傾
向
や
特

性
を
見
た
。
定
家
の
監
督
書
写
と
い
う
あ
り
方
は
現
在
で
は
既
に
認
め
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
資
料
は
私
家
集
に
限
る
こ
と
な
く
、
そ
の
他
の
和
歌

集
、
歌
学
書
や
物
語
に
も
及
ぶ
。
つ
ま
り
定
家
の
監
督
書
写
に
よ
る
写
本

群
は
、
定
家
の
和
歌
や
文
学
研
究
の
基
盤
を
な
す
資
料
と
し
て
書
写
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

そ
し
て
こ
の
方
法
が
父
俊
成
と
重
な
る
も
の
で
俊
成
の
実
践
を
取
り
入

れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
資
料
も
含
め
資
料
と

し
て
提
示
し
、
定
家
と
の
類
似
性
を
確
認
し
た
。
俊
成
監
督
書
写
本
の
中

に
は
、
現
在
で
は
定
家
の
外
題
が
付
さ
れ
る
も
の
、
定
家
の
書
き
入
れ
が

施
さ
れ
る
も
の
も
多
い
。
俊
成
か
ら
方
法
も
典
籍
も
受
け
継
ぎ
取
り
入
れ

つ
つ
、
家
の
本
と
し
て
写
本
群
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
様
子
が
確
認
で
き

る
。こ

う
し
た
俊
成
・
定
家
と
引
き
継
が
れ
る
書
写
方
法
と
古
典
籍
は
、
定

家
の
息
為
家
に
も
継
承
さ
れ
た
も
の
が
為
家
監
督
書
写
本
で
あ
る
。
現
存

す
る
俊
成
・
定
家
監
督
書
写
本
の
副
本
を
目
指
し
た
痕
跡
の
も
の
も
あ
り
、

御
子
左
家
が
歌
の
家
と
し
て
の
営
み
を
継
承
し
て
い
る
様
子
が
明
ら
か
で

あ
る
。
た
だ
し
、
為
家
監
督
書
写
本
に
つ
い
て
は
定
家
な
ど
に
比
べ
研
究

歴
が
浅
く
、
装
飾
料
紙
を
用
い
た
本
の
存
在
な
ど
、
解
明
し
て
い
く
べ
き

課
題
も
多
い
も
の
で
あ
る
。

四
、
平
成
三
十
一
年
度 

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
論
文
題
目

◇
平
成
三
十
一
年
度 

国
語
国
文
学
専
修  

卒
業
論
文

〈
国
文
学
〉

池
田
憲
ノ
佑 

百
人
秀
歌
・
百
人
一
首
研
究
の
課
題
点

磯
崎　

裕
香 

『
落
窪
物
語
』
の
服
飾
・
容
姿
表
現

野
木　

将
希 

村
上
春
樹『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
』
論

 

―
二
つ
の
世
界
の
結
末
に
つ
い
て
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稲
田　
　

葵 

『
勧
信
念
仏
集
』
か
ら
み
る
女
人
往
生

伊
部　

敬
太 

「
金
銭
処
理
」
か
ら
見
出
す
、
弥
次
喜
多
の
人
物
像
・
作

品
の
影
響

今
井　

優
花 
人
身
御
供
譚

 

―
「
動
物
神
」
と
「
生
贄
」
に
関
す
る
考
察
―

今
川　

洋
介 

村
上
春
樹
『
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
』
論

 

―
主
人
公
「
僕
」
の
変
化
と
、
心
の
回
復
―

今
津　

奈
緒 

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
お
け
る
犬
坂
毛
野
の
人
物
像

岩
井　

里
奈 

平
安
末
期
か
ら
中
世
の
幽
霊
像

 

―
『
今
昔
物
語
集
』
の
幽
霊
を
通
し
て
―

上
田　
　

希 

実
朝
歌
の
自
己
投
影
に
関
す
る
考
察

 

―
『
金
槐
和
歌
集
』
内
の
鳴
く
歌
を
中
心
に
―

植
田
万
梨
乃 

村
上
春
樹
『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡

礼
の
年
』
論

 

―
つ
く
る
の
存
在
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
世
界
―

上
野　

楓
実 

山
田
詠
美
『PA

Y
 D

A
Y

!!!

』
論

 

―
双
子
の
関
係
を
中
心
に
―

梅
村　

美
彩 

『
浪
花
色
八
卦
』
に
お
け
る
八
卦
の
意
義

大
澤　

仁
美 

漫
画
『O

N
E PIECE

』
歌
舞
伎
化
の
成
果
と
問
題
点

太
田　

凌
輔 

『
因
果
物
語
』
に
み
る
鈴
木
正
三
の
思
想

大
原　

朱
音 

満
野
長
者
の
祝
儀
性

 

―
御
伽
草
子
『
文
正
草
子
』
と
の
内
容
比
較
か
ら
―

越
智　

陽
菜 

和
泉
式
部
の
夏
の
月
詠
歌

嘉
久
志
春
菜 

円
地
文
子
「
女
面
」
論

 

―
栂
尾
三
重
子
を
中
心
に
―

鍛
治
秀
一
郎 

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
五
の
構
成

金
沢　

宏
芳 

藤
枝
静
男
「
空
気
頭
」
論

 

―
私
小
説
に
お
け
る
「
自
己
」
―

川
瀨　

志
織 

新
美
南
吉
「
う
た
時
計
」
論

 

―
込
め
ら
れ
た
時
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

喜
多　

晴
菜 

国
語
教
育
と
『
伊
勢
物
語
』

 

―
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
の
調
査
よ
り
―

北
岡
さ
と
子 

石
上
乙
麻
呂
関
係
歌
群
に
つ
い
て
の
一
考
察

北
林　

未
来 

百
物
語
作
品
群
に
お
け
る
女
人
蛇
体

木
元　

梨
絵 

堀
辰
雄
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
偽
画
」
論

 

―
二
人
の
女
性
か
ら
み
る
理
想
の
女
性
像
を
め
ぐ
っ
て
―

串
田
菜
々
美 

小
町
の
歌
か
ら
見
る
小
町
の
姿

楠
本　

倫
子 

一
品
の
宮
論

 

―
『
狭
衣
物
語
』
に
お
け
る
彼
女
の
立
ち
位
置
―

河
野
日
向
子 

宮
本
百
合
子
「
貧
し
き
人
々
の
群
」
論

 

―
人
間
ら
し
さ
の
模
索
―

河
野　

祐
太 
吉
本
ば
な
な
『
哀
し
い
予
感
』
論
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―
ゆ
き
の
の
人
物
像
に
注
目
す
る
―

小
寺　

雪
月 

高
山
右
近
像
の
形
成

 
―
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
下
に
お
い
て
―

後
藤
将
一
郎 
太
平
百
物
語
に
お
け
る
狐
譚

境
谷　

元
貴 

犬
江
親
兵
衛
の
「
仁
」
と
成
長

坂
口　

華
苗 

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
に
お
け
る
性

 

―
田
辺
版
と
比
較
し
て
―

迫　
　

杏
奈 

伊
東
整
『
街
と
村
』
論

 

―
母
胎
回
帰
に
よ
る
転
生
と
し
て
の
救
済
に
つ
い
て
―

佐
藤　

友
香 

三
代
集
の
哀
傷
歌

澤　
　

未
桜 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
論

 

―
教
材
「
こ
こ
ろ
」
を
ど
う
読
む
か
―

塩
見　

遼
太 

巻
一
三
・
三
三
〇
二
番
歌
の
「
弓
腹
振
起
」
に
つ
い
て

 

―
現
代
の
弓
道
の
知
識
か
ら
―

柴
田
明
日
香 

『
平
家
物
語
』「
剣
巻
」
か
ら
読
み
解
く
天
叢
雲
剣

荘
司　

彩
香 

石
川
淳
『
焼
跡
の
イ
エ
ス
』
論

 

―
少
年
の
訴
え
と
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
―

杉　
　

圭
悟 

「
行
為
が
語
る
心
情
」

 

―
『
源
氏
物
語
』
よ
り
―

鈴
木　

悠
真 

『
百
人
一
首
』
と
『
三
十
六
人
撰
』
の
比
較
に
よ
る
、
定

家
と
公
任
の
撰
歌
意
識
の
考
察

須
藤　

利
季 

田
山
花
袋
「
一
兵
卒
」
論

 

―
「
死
」
を
中
心
に
―

関
野　

日
久 

継
体
天
皇
の
時
代

 

―
『
日
本
書
紀
』
の
中
の
磐
井
の
乱
―

武
市　

広
紀 

南
北
が
表
し
役
者
が
伝
え
続
け
る
「
お
岩
」
と
い
う
怨
霊

に
つ
い
て

竹
内　

優
衣 

観
音
利
益
譚
に
お
け
る
姫
君
の
幸
福

 

―
『
う
ば
か
は
』『
鉢
か
づ
き
』『
花
世
の
姫
』
の
比
較
を
通
し
て
―

竹
村　

早
織 

『
枕
草
子
』
に
お
け
る
動
物
観

 

―
猫
を
中
心
に
―

巽　
　

百
花 

一
寸
法
師
の
変
遷

 

―
渋
川
版
御
伽
草
子
と
巖
谷
小
波
『
日
本
昔
噺
』
を
比
較
す
る
―

田
中　

瑠
夏 

『
繁
野
話
』
第
三
話
に
お
け
る
異
類
婚
姻
譚
と
異
類
像

時
吉　

晃
司 

源
氏
物
語
の
遊
離
魂
と
後
妻
打
ち

常
盤　

健
太 

三
島
由
紀
夫
『
夏
子
の
冒
険
』
論

 

―
夏
子
の
抱
え
る
「
情
熱
」
を
探
る

中
島　
　

葵 

福
永
武
彦
「
飛
ぶ
男
」
論

 

―
マ
ラ
ル
メ
「
窓
」
を
通
し
て
見
る
〈
回
生
〉
の
物
語
―

中
森　

早
紀 

『
源
氏
物
語
』
の
書
と
筆
跡

 

―
末
摘
花
の
筆
跡
を
中
心
に
―

中
屋　

穂
香 

三
島
由
紀
夫
『
春
の
雪
』

 
―
悲
劇
の
原
因
―
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中
山　

美
樹 

安
部
公
房
『
第
四
間
氷
期
』
論

 

―
安
部
公
房
の
未
来
観
を
め
ぐ
っ
て
―

長
島　

友
斗 
平
家
物
語
「
敦
盛
最
後
」
の
中
心
人
物
の
違
い
に
つ
い
て

西
方　

美
樹 
徳
田
秋
声
「
あ
ら
く
れ
」
論

 

―
お
島
の
人
生
と
取
り
巻
く
人
々
―

橋
本
こ
こ
ろ 

川
端
康
成
「
舞
姫
」
論

 

―
三
人
の
舞
姫
を
中
心
に
―

畠
井　

桜
奈 

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
の
姉
か
ら
見
る
女
性
問
題

弘
田　

理
奈 

谷
崎
潤
一
郎
『
肉
塊
』
論

 

―
美
し
い
夢
を
め
ぐ
っ
て
―

邉
見　

泰
章 

百
人
一
首
と
百
人
秀
歌

 

―
そ
の
成
立
順
を
め
ぐ
っ
て
―

星
野
明
日
香 

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」「
手
袋
を
買
い
に
」「
牛
を
つ
な
い
だ
椿

の
木
」「
和
太
郎
さ
ん
と
牛
」
の
関
係
性
と
作
家

 

―
新
美
南
吉
の
伝
記
と
絡
め
て
―

益
留　

愛
乃 

京
伝
の
黄
表
紙
作
品
か
ら
見
る
「
忠
臣
蔵
」

松
井
菜
々
子 

源
氏
重
代
「
髭
切
」
を
め
ぐ
っ
て

 

―
『
平
家
物
語
』「
剣
巻
」
か
ら
考
え
る
―

松
原
さ
く
ら 

夏
目
漱
石
『
三
四
郎
』
論

 

―
西
洋
美
術
を
め
ぐ
っ
て
―

村
尾
ひ
か
り 

『
源
氏
物
語
』
の
結
婚
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

 

―
紫
の
上
と
明
石
の
君
を
通
し
て
―

村
垣　

り
ん 

梶
井
基
次
郎
「
K
の
昇
天
―
或
は
K
の
溺
死
」
論

 

―
「
K
君
」
を
悼
む
「
私
」
―

森
田　

彩
那 

と
り
か
へ
ば
や
物
語
に
お
け
る
「
宿
世
」
の
使
わ
れ
方

森
村　
　

元 

井
伏
鱒
二
「
黒
い
雨
」
論

 

―
成
立
背
景
と
登
場
人
物
の
役
割
か
ら
考
え
る
主
題
―

山
口　
　

駿 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』「
鬼
に
癭
取
ら
る
る
事
」
考

山
田　

桃
花 

猫
の
印
象
の
変
化

 

―
『
源
氏
物
語
』
を
通
し
て
―

吉
田　

穂
波 

黄
表
紙
に
み
る
近
世
の
異
類
合
戦
物

吉
鶴　

涼
太 

『
百
人
一
首
』
英
訳
比
較

綾
野　

有
倫 

美
人
画
お
仙
に
み
る
漫
画
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

石
塚　

寛
史 

可
能
動
詞
「
カ
ツ
」「
ア
フ
」
に
関
す
る
訓

 

―
万
葉
集
巻
七
・
一
二
四
五
番
歌
、巻
十
一
・
二
四
七
〇
番
歌
に
つ
い
て
―

大
西　

純
平 

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
鬼
の
姿

勝
尾
洸
太
郎 

『
喜
能
會
之
故
真
通
』
に
お
け
る
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム

 

―
人
と
人
と
の
交
わ
り
、
人
と
蛸
と
の
交
わ
り
に
つ
い
て
―

𠮷
井　

沙
奈 

和
泉
式
部
続
集
『
帥
宮
哀
傷
歌
群
』
に
つ
い
て
の
考
察
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〈
国
語
学
〉

青
山　

結
衣 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
タ
イ
ト
ル
に
お
け
る
表
記
と
そ
の
効
果

安
藤　

拓
海 
プ
ロ
野
球
監
督
の
シ
ー
ズ
ン
抱
負
の
内
容
の
変
遷
に
つ
い
て

池
田　

将
樹 
接
客
用
語
の
使
用
意
識
と
使
用
実
態

井
脇　

佑
莉 

料
理
本
の
加
工
表
現
に
つ
い
て

上
東　

育
美 

五
條
市
方
言
の
ラ
行
五
段
化
に
お
け
る
世
代
差

上
村　

達
也 

プ
ロ
野
球
選
手
の
名
前
か
ら
分
析
す
る
日
本
に
お
け
る
男

性
名
の
変
化

江
口　

蘭
奈 

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
効
果
・
役
割

嘉
藤　

慎
二 

変
化
球
の
名
称
に
つ
い
て

 

―
各
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
使
用
実
態
と
認
知
の
実
情
を
探
る
―

金
子　

綾
沙 

勧
誘
談
話
の
構
造
と
展
開

唐
澤　
　

愛 

日
本
酒
の
銘
柄
か
ら
み
る
特
徴
と
傾
向

久
次
米　

慶 

マ
ン
ガ
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
表
記

 

―
切
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
使
用
差
異
―

坂
本　

佳
世 

京
都
府
福
知
山
市
出
身
者
の
移
住
に
お
け
る
言
語
変
容
に

つ
い
て

鮫
島　

円
香 

小
説
に
お
け
る
役
割
語
と
し
て
の
関
西
弁

下
村　

隆
人 

『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
役
割
語
と
属
性
表
現

髙
瀬　
　

廉 

「
シ
ュ
ッ
と
し
た
」
の
世
代
差
・
地
域
差
に
よ
る
許
容
度

に
つ
い
て

滝
口　

雅
紀 

『
鈍
字
集
』
に
お
け
る
漢
字
の
構
造
と
オ
チ
の
分
析

田
中　

響
子 

接
尾
語
「
さ
」
＋
「
あ
る
」
の
用
法
と
そ
の
変
遷

田
中　

里
歩 

「
絶
妙
」
の
意
味
・
用
法
の
変
遷

徳
谷　

和
樹 

「
普
通
に
」
が
示
す
程
度

 

―
「
と
て
も
」
と
同
一
視
す
べ
き
表
現
か
―

永
井　

日
和 

「
白
雪
姫
」
３
作
品
か
ら
み
る
対
象
年
齢
別
の
言
語
表
現

長
山　

拓
海 

M

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
考
え
る
現
代
の
「
ツ
ッ
コ
ミ
」
の

傾
向

野
口　

翔
太 

文
体
差
か
ら
見
る
接
尾
辞
「
的
」
の
用
法

畑　

あ
や
か 

音
象
徴
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
活
用
し
た
女
性

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

林
田
万
由
子 

助
数
詞
「
個
」
の
用
法
の
拡
大
に
つ
い
て

藤
井
菜
々
子 

『
安
珍
清
姫
伝
説
』
か
ら
み
る
説
話
に
登
場
す
る
悪
女
に

つ
い
て

藤
本
ひ
か
る 

お
菓
子
・
パ
ン
に
お
け
る
味
・
食
感
の
表
現
方
法

牧
野　

花
菜 

ア
イ
ド
ル
オ
タ
ク
の
言
葉
の
変
遷

松
本　

理
花 

ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
曲
に
お
け
る
歌
詞
表
記
の
特
徴

森　
　

康
貴 

大
喜
利
の
お
題
と
解
答
の
構
造

柳
井　

千
咲 

ゲ
ー
テ
作
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
複
数
の
訳
か
ら
み
ら
れ
る

人
称
代
名
詞
の
比
較
と
考
察

山
田　

葉
月 
奈
良
県
下
市
町
方
言
の
世
代
間
の
伝
承
に
つ
い
て
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横
畑　

達
哉 

T
U

BE

と
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
楽
曲
タ
イ
ト
ル

の
分
析

小
林　

葉
南 
動
詞
、
名
詞
・
形
容
動
詞
の
形
容
詞
型
活
用
に
つ
い
て

立
松　

千
知 
歌
詞
に
お
け
る
あ
て
字
の
使
用
実
態

　
◇
平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
九
月
期　

修
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

李　
　

博
文 

大
伴
旅
人
亡
妻
挽
歌
の
研
究

 

―
旅
人
の
悲
嘆
を
め
ぐ
っ
て
―

中
嶋　

仁
志 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
笑
い
」
に
つ
い
て

 

―
『
今
昔
物
語
集
』
と
比
較
し
て
―

　
◇
令
和
二
年
三
月
期　

修
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

阿
部　

彩
乃 

俊
成
監
督
書
写
本
の
書
写
者
に
関
す
る
一
考
察

 

―
伝
西
行
筆
『
一
条
摂
政
御
集
』・『
出
羽
弁
集
』・
枡
形
本
『
曾
丹
集
』

を
中
心
に
―

梅
谷　

翔
也 

放
屁
描
写
に
お
け
る
研
究

佐
藤　

芽
生 

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
お
け
る
「
情
態
」
描
写
の
考
察

瀧
下
真
莉
耶 

狐
を
め
ぐ
る
異
類
婚
姻
譚
の
形
成

松
山　

哲
士 

筒
井
康
隆
「
虚
人
た
ち
」
論

 

―
内
面
世
界
と
の
関
わ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
―

矢
田
貝
隆
也 

城
山
三
郎
『
大
義
の
末
』
論

 

―
根
幹
と
し
て
の
〈
大
義
〉
と
時
間
性
―

辻　
　

秀
平 

川
端
康
成
「
虹
い
く
た
び
」
論

 

―
〈
生
〉
の
希
求/

彷
徨
の
物
語
と
し
て
―

西
川　

侑
希 

日
本
古
典
文
学
に
見
え
る
さ
さ
が
に
を
め
ぐ
る
表
現

 

―
和
歌
を
中
心
と
し
て
―

梁　
　

三
芳 

円
地
文
子
「
妖
」
論

 

―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
座
か
ら
―

〈
国
語
学
〉

王　
　

春
霞 

日
本
漫
才
と
中
国
相
声
の
比
較

 

―
談
話
構
造
に
着
目
し
て
―

八
坂　

尚
美 

『
虎
明
本
』
と
『
狂
言
六
義
』
に
お
け
る
行
為
要
求
の
対

照



215

　
◇
平
成
三
十
一
／
令
和
元
年
九
月
期　

博
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
語
学
〉

利
岡　

真
帆 
日
本
語
の
弔
辞
談
話
に
関
す
る
歴
史
社
会
言
語
学
的
研
究

　
◇
令
和
二
年
三
月
期　

博
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

顧　
　

琦
淵 

異
端
者
の
〈
創
世
記
〉

 

―
安
部
公
房
『
壁
』
の
研
究
を
中
心
と
し
て
―

斎
藤　

佳
子 

遠
藤
周
作
文
学
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
描
写

 

―
『
沈
黙
』
以
後
か
ら
『
侍
』
の
変
遷
に
着
目
し
て
―






